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また，良性疾患1.4例，悪性疾患48例の末梢血 T細胞数を E ロゼット形成法 (y) ， 抗脳血清による膜蛍
光抗体法 (x) で算出した結果，




5 )ヒト末梢血リンパ球を 2 群に分け，その一方をあらかじめ抗ヒト脳血清と incubate したのち， E
ロゼット形成法をおこなうと，対照群では57.5% に E ロゼット形成がみとめられたのに対し，抗ヒト
脳血清で処理したリンパ球のロゼット形成はほぼ完全に抑制された。しかし， EAC ロゼット形成は
実験群，対照群とも25~26% にみられ，抗脳血清の T細胞特異性がしめされた。
6 )抗マウス(ラット)脳血清を用いた膜蛍光抗体法の所見は，すでに報告されている f) ( f) 様)抗
原の細胞表面局在と同様に，胸腺細胞では diffuse ring type，リンパ節細胞および牌細胞では cap
type，末梢血リンパ球で、は spot ないし patch type をしめした。抗ヒト脳血清の末梢血リンパ球に対
する反応も patch ないし spot type が殆んどをしめた。
7 )抗マウス(ラット)脳血清の反応を細胞障害性でみると， 256 倍稀釈で胸腺細胞の 93.4% が障害
をうけたが，末梢血リンパ球の細胞障害は10%以下であった D


















胞に対する反応の特異性を膜蛍光抗体法， E およびEAC ロゼット形成に対する抑制効果などで検討
したものである。
この研究の結果，マウス，ラットおよびヒトのいずれにおいても脳・胸腺共通抗原の存在が明らか
になり，抗脳血清を用いて T細胞を検出する新しい方法が開発された。
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